
























































上のある点 ix を含む微小区間からの輝度値 iL ,λ∆ (λ
は波長)は水滴 1 個からの出射光強度 λI と微小区間
内に存在する水滴の個数を掛けることで計算される
(式(1))。 
taIL iii ∆=∆ )),(()(, θρ λλ xx   (1) 






























図 3:半径個数密度一定    図 4:高さ方向に半径変化 





図 5:高さ方向に個数密度変化 図 6:半径個数密度共に変化 
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